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さて、これらの落書きは1970年代初め頃～1980年代半ば過ぎにかけて
書かれたものである。左の絵には「赤瀬川原平様」とある。ファンだった
のだ。座っている人物は赤瀬川作品からの「引用」かもしれない。しかし、
絵自体は似ていない。そもそも技術が……という話はおいておこう。絵に
は私の「地平線趣味」がすでに現れている。大学1、２年の頃か。上の
絵にはカットした部分に「ネジ式タイプ」とタイトルが入っていた。つげ義春
のファンだったのである……（以下略）。



絵にある通り1973年、西洋史関係の大教室の
授業中に描かれたもの。大学に入ってしばらく、
学費値上げ反対ストライキで授業は行われな
かった。「正常化」して講義が再開されたが、私
は後ろの方の席でこんな落書きをしていたのだっ
た。色んな要素をまぜこぜにした絵の最初期の
ものである。



内容からして、1980年代半ば頃に描かれた
か。10年も前から殆ど進歩がないこと、むしろ
文字の要素が多くなり絵としては後退傾向
にあることがわかる。もうしばらくして、私はこうし
た落書きをしなくなる。







大学時代、ルイス・キャロル、「不思議の
国のアリス」に強く動かされて詩みたいな
ものを書いていたが、絵の方ではそんなこ
とは起こらなかった。「TWO ALICES」とい
う（意味不明の）看板。なんでこんな絵
なのか、皆目わからない。



描いた後、こんな絵を描くつもりはなかったと思ったことを、なぜか鮮明に覚えて
いる。1973～75年頃か。切れている方の自動車のフロントの形からの推測。



この絵を描いた日は正確にわかっている。昭和51

年10月9日（土）である。民俗学考古学実習か
なにかの授業を取っていた学生が、日本民具学
会第1回大会の会場補助係として動員され、私
もその一員だったのである。絵を描いたのは、会場
入り口の案内用の紙の裏だった。この絵には同じ
専攻の学生の顔が描かれているように思える。





この絵を描いた年、場所を思い出せる。1973

年（か4年）、東横線都立大学駅から遠くな
いアパートの一室。暇を持て余したのか何なの
か、座り込んでいた座机（こたつ）の正面に見
える上着とズボンを描いてみたのだった。今だと
制服に見えそうだが、普段の服装である。写
生をしたのは後にも先にもこの1回だけである。



悲観的だったのは確かだ。その理由も描かれている。BSTが流れていた時代。



同じ絵を、回転させながら4枚並べてみた。こ
ういう方向の定まらない描き方は何かの病理
のようでもある。



































































「1986/4・8」と日付が入っている。人物や車
や動物などをまぜこぜにした絵をだいぶ描いて
いなかったので、久しぶりに試してみたのだ。結
局、これが最後になった。以前より絵の質が劣
化している（以前の質云々は措いて……）。な
ぜかサインペンを使って、迷いなく線が引かれ
ているという良い点もあるのだが。絵を描く原動
力がほとんど失われていたようだ。理由は不明。
落書きなのだから、いつ、どんな風に描いても
いいはずなのに。この時期、何か心境の変化
があったとも思えない。



『横書き詩集１』に掲載した５枚を再掲
する。あちらは画質の劣化が甚だしくて
残念だったので。
これらの絵は実際にはトレーシングペー
パーに描いたもので、「実物」はだいぶ
印象が違います。
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